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議事（１）  くまもと・わくわく基金 10 周年事業について 
 

１ 概要 

  来年（令和 4 年度）、くまもと・わくわく基金が設置・助成を開始して 10 周年を迎えるにあ

たり、「特別な取り組み・イベント等を企画しては」というご意見を過去の委員会で頂いている。

くまもと・わくわく基金は「応援したい市民（寄附者）」と「熊本市をよりよくしたいという想

いをもって活動する市民（活動者）」によって成り立っており、今後の寄附につながるような、

また、市民活動が活性化するような取り組みについて、自由なご意見を伺いたい。 

 

２ 過去の委員会で頂いた意見の概要（参考） 

 ・くまもと・わくわく基金の助成事業は「団体の育成」、「市民活動の推進」を目的としている。

この数年は、助成予算額は 200 万であったが、例えば助成予算額を 300 万にすることで、

団体に対し、「活動が活発になって、わくわくしたい気持ちがある」という期待を伝えるメッ

セージになるのではないか。 

 ・熊本市が政令市 10 周年、基金設立 10 周年ということで、なにか大々的にアピールすれば、

寄附金額等にもいい影響が出てくるかもしれない。 

・本基金が始まったときのスローガンである「想いをかたちにするための寄附制度」という辺り

を、もっともっとＰＲできればと思う。以前にも、もうすぐ設立から１０周年になるという話

をさせていただいたが、例えばそういうときに寄附文化を考えるフォーラムを考えてみるとか、

大きなイベントは大変かもしれないが、例年の報告会にプラスした取り組みを。 

 

３ 現在の取組み（参考） 

 ・助成事業申請公開プレゼンテーション 

・助成事業報告会の開催（公開）、事業報告の HP 掲載 

・「縁-UP！くまもと」の開催 

  ※基金助成団体（申請団体を含む）と市民・企業をつなぐイベントとして企画。昨年度は新

型コロナウイルス感染症の影響で、動画配信を行った。 

・市の広報番組や情報誌での記事掲載等の広報活動 

・寄付金付自販機制度、香典寄附の利用 

・熊本市ふるさと応援寄附金の支援メニューとして掲載 

・5000 円以上、１万円以上の寄附者にそれぞれ市の施設を１年間無料で入場できる特典付き会 

員証の送付（金額に応じ、入場できる施設が変わります） 

 

４ 市の類似助成金の取組み（特殊なもの） 

・熊本市子ども未来応援基金助成・・・・・・市民向け助成事業報告書冊子の作成（HP に掲載） 

・熊本城・・・熊本城復興城主制度・・・・城主証、城主手形の発行、デジタル芳名板 

 

 

令和 3 年度第１回基金運営委員会 
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５、10 周年事業 事務局案 


